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荒川・中川の橋 

・平井大橋：蔵前橋通りが荒川・中川を横断する橋で、昭和41年(1966)に竣工。

上流の四ツ木橋、下流の小松川橋の交通量の増大が深刻化したため、これを緩

和する目的で架橋されました。 

・小松川橋：大正11年(1922)、木橋の小松川橋と小松川小橋が架橋されました。

昭和16年(1941)に鉄橋への架け替え工事が完成。しかし、交通量の増加と地盤

沈下により、昭和44年(1969)に南側に並行して新小松川橋が架けられ、旧橋も

かさ上げ補強が昭和47年(1972)に完成しました。 

・船堀橋：大正12年(1923)、荒川放水路に船堀橋、中川放水路に船堀小橋が架

けられました。当時、木橋では都内で最長でした。昭和46年(1971)に400ｍ上

流に鉄橋の新橋
しんきょう

が完成。長さ1,487ｍ、東京都で一番長い桁橋です。 

葛西橋(西葛西二丁目) 



 

・葛西橋：昭和2年(1927) 小橋、翌3年(1928)荒川放水路に

戦後は米の買い出しの行列がつづき、俳人石
いし

田
だ

波
は

郷
きょう

は「立春の米 詠んでいます。昭和38年(1963)に約300m

下流の放射29号線( )に架け替えられました。 

・清砂大橋：平成16年(2004)、地下鉄東西線の南隣りに架橋。橋の長さが約

1.3kmあり、東京都の橋の中で最大規模の斜張橋
しゃばりきょう

です。 

・荒川河口橋：国道357号が荒川・中川を渡る橋で、平成8年(1996)に架けら

れました。 

旧中川の橋 

・ゆりのき橋：補助120号が旧中川を渡る橋。平成13年(2001)架橋。 

・中平井橋：昭和13年(1938)に架橋されましたが、平成17年(2005)から架け

替え工事をし、平成20年(2008)完成しました。 

・平井橋：ここには平井の渡しがありましたが、明治32年(1899)に木橋の平

井橋が架けられて、姿を消しました。大正14年(1925)に鉄橋に架け替えられ、

その後、昭和55年(1980)に現在の橋に架け替えられました。 

・江東新橋：平井橋の下流、蔵前橋通りに昭和36年(1961)に架けられました。

鋼鉄のアーチ橋で当初は赤く塗られていましたが、現在は青緑色に塗り替え

られています。 

・中川新橋：国道14号(京葉道路)が旧中川を渡る橋で、昭和6年(1931)に架

けられました。現在の橋は、昭和54年(1979)の架橋です。 

・亀小橋：昭和43年(1968)頃まで都電(25系統)が走っていたところに、平成

7年(1995)に架けられました。橋の名前は、亀戸と小松川からつけられまし

た。 

・逆井橋：隅田川以東の中川、江戸川に架かる橋の内、最も古い橋で明治12

年(1879)に架けられました。ここには 逆
さかさ

井
い

の渡
わた

しがありました。亀戸村と小

松川村の共同出資による架橋で、その費用を補うために明治27年まで通行料

(橋銭
はしせん

)が徴収されました。昭和43年 (1968)に鉄橋になりました。平成11年

(1999)に現在の橋に架け替えられました。 

・船堀橋：昭和46年(1971)架橋。荒川・中川から旧中川まで渡っています。 

・中川大橋：明治42年(1909)の架橋で、昭和2年(1927)に改修。現在の橋は

昭和50年(1975)の架橋で、都営地下鉄新宿線東大島駅の下流の橋です。 

・平成橋：平成7年(1995)に中川大橋よりさらに下流に架橋されています。 

 


